
No.1

（回収率76％　70/92）

その他

・経験がない。

・取り組まなければと考えるが、進んでいない。

その他

　①②と答えた方

　　・家族間での意見が違い対応に困る時がある。

　　・ご本人様に寄り添えるように心がけています。ご本人様の状態が徐々に悪化し、苦しそうな表情をされた時は、辛いこともありますが、

　　　それぞれの人生の重みを感じつつ、普段の生活をして頂けるように支援を行っています。

　　・最期の時は、ご自宅でお迎えして頂ける様、看護師訪問を行っているが、家庭の事情により施設で亡くなられる方に対する支援

　　　（帰宅に対する）が不足していること。

　③⑤と答えた方

　　・職員の意識を変える必要性がある。

高齢者等施設における看取りへの取り組みについてのアンケート　 （令和3年度9月調査）

⑤その他, 2, 
3%

④取り組む

予定はない, 
16, 23%

③取り組みた

いと考えてい

る, 9, 13%

②希望があ

れば取り組

んでいる, 
32, 46%

①積極的に

取り組んで

いる, 11, 
15%

看取りの取り組みについて
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その他

居室環境の整備ができない

本人･家族への医師確認、決定支援が困難

協力してくれる訪問看護師の確保が困難

協力してくれる医師の確保が困難

看取りをしない施設の方針

職員の理解と協力が得られない

看護職員が常時施設にいない

看取りを行うための夜間体制が充分でない

急変時の対応が不安

緩和ｹｱや看取りに関する知識が足りない

看取りの取り組みについての回答に関して

①②と答えた方：課題と感じていること ③⑤と答えた方：不安や課題と感じていること

④と答えた方：看取りをしない理由について

その他, 8, 
11%

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ, 
17, 24%

ｻ高住, 2, 
3%

住宅型有料

老人ﾎｰﾑ, 
20, 29%

介護付き有

料老人ﾎｰﾑ, 
7, 10%

老健, 6, 9%

特養, 10, 
14%

施設の種類

その他

・小規模多機能

・経費老人ﾎｰﾑ

・養護老人ﾎｰﾑ



No.2

　　　

その他

・現在のところ担当ﾄﾞｸﾀｰが夜間もきて下さり搬送はしていません。

・看取りを行っていないため、本人の体調等、状況に応じて、他施設等へ、又は医療機関へ。

・往診ﾄﾞｸﾀｰによる往診が出来なかったため。

・現在まで施設での看取り実績がない。

高齢者等施設における看取りへの取り組みについてのアンケート　 （令和3年度9月調査）

92令和2年度看取り合計件数

無回答, 1, 1%

②ない, 32, 
46%

①ある, 37, 
53%

看取りの経験について
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看取り期における医療機関への搬送を決定した理由



No.3
高齢者等施設における看取りへの取り組みについてのアンケート　 （令和3年度9月調査）

無回答, 5, 7%

④聞いていない, 
17, 24%

③両方に聞いて

いる, 17, 24%

②家族に聞いて

いる, 30, 43%

①本人に聞いて

いる, 1, 2%

利用者本人または家族の看取りに関する希望の聴取

②ない, 26, 
37%

①ある, 44, 
63%

訪問診療・往診の利用

②ない, 49, 
70%

①ある, 21, 
30%

訪問看護の利用

無回答, 1, 
2%

②ない, 45, 
64%

①ある, 24, 
34%

訪問薬剤の利用

無回答, 1, 
1%

②知らなかっ

た, 4, 6%

①知ってい

る, 65, 93%

在宅医療の活用が看取りを

可能にすることについて


